
校 内 ス ケ ッ チ 

～ １年生、英語に親しむ ～ 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 昨日、火曜日は、全学年６時間授業。先週と同様、低学年は疲れていないかなと

思いながら、5時間目に授業観察のため回っていると、何と１年生の教室から英会

話が聞こえてきました。皆さんには以前に、ホームページの授業だより［5 年 外

国語］でお伝えした通り、本校では 2018年度から豊中市の校内研究推進事業「学

びパワーアップ豊中」に参画し、今年度は全教職員で外国語活動・外国語の授業研

究を行い『表現する力』、『主体的に・対話的に学ぶ力』をベースに【ＩＣＴ】【書

く力】【アクティビティ】の 3本の柱を立て、焦点絞り授業研究をすすめています。 

研究テーマは、国際社会へ通ずる児童のコミュニケーション能力と、受け身では

なく主体的に学び、集団生活にいかしていく態度を全学年児童（1年生～6年生）

に育むことです。ここで 1年生教室から聞こえてくる英会話の合点がつきました。 

 中に入って 15 分ほど参観しました。児童たちは、何の抵抗もなく、のびの

びと楽しみながら、授業に熱中しており、感心しました。また、校区の特色も

あるのかなと感じました。担任の先生も、1年生相手に、できる限り英語を使

って話しかけたり、指示したりして授業をすすめていました。尚、今回の授業

は、生活科の時間として位置付けております。1年生、「あっぱれ！」です。 

  


